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４月～６月

4月
6日
7日

8日
17日
20日
23日

とみかこども園入園式
富加小学校入学式
双葉中学校入学式
議会広報委員会
町シニアクラブ連合会総会
例月出納検査
戦没者追悼式

5月
8日
14日
15日
19日
20日

21日
26日
29日

富加七宗線改良整備促進期成同盟会監査
議会運営委員会
交通安全人波作戦
可茂町村議会議長会及び監査
可茂地域市町村議会議長会
例月出納検査
町商工会総会
町奨学生選考委員会
全国町村議会議長・副議長研修会（～27 日）
双葉中学校体育祭
議会運営委員会

6月
1日
2日

5日
7日
8日
11日
12日
13日
14日
18日
21日

22日

25日
26日
30日

県町村議会議長会
議会第 3回定例会　開会（～12 日）
議員全員協議会
総務産業建設常任委員会
加茂郡体育大会
文教厚生常任委員会
議員全員協議会
議会第 3回定例会（一般質問）閉会
原水爆禁止国民平和大行進
ふれあいオンステージ
可茂土木事務所行政懇談会
町 6人制ソフトバレーボール大会
町消防団役員意見交流会
例月出納検査
社会教育委員会・公民館運営審議会
公営企業会計（水道・下水道）決算審査
町シルバー人材センター総会
町空家等対策協議会

議 会 活 動
町民の皆様の
より良い生活のために
活動しています

6 月 21 日　町６人制ソフトバレーボール大会
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行政視察 受け入れました
 東白川村議会  

　6月22日（月）、安江健二議長をはじめ、東白川
村議会議員6名の皆様が来訪されました。

①「放課後児童クラブ」の実施体制についてこども
課より説明を行い、児童センターを視察されま
した。

②「いきいきトレーニングプラザ」の運営につい
て福祉保健課より説明を行い、会場の視察とト
レーニング器具の体験等が行われました。

　説明後の質疑応答では、職員の体制や利用者の
意見、今後の課題について等、たくさんの質問を
いただき、活発に意見交換が行われました。
　今回の行政視察が、東白川村様のご参考となり
ましたら幸いです。

ピックアップ！！議会活動 活動の一部を
紹介します

4月23日 戦没者追悼式
半布ヶ丘公園内慰霊碑前で行われた戦

没者追悼式に参列し、恒久平和の誓いを
新たにするとともに、大戦で亡くなられ
た方のご冥福を祈りました。

5月15日 交通安全人波作戦
町の交通安全人波作戦に参加し、のぼ

り旗や啓発看板を掲げながらドライバー
や横断歩道を渡る歩行者に交通安全を呼
びかけました。

6月18日 行政懇談会
可茂土木事務所との行政懇談会に議長と総務産業建設常任委員長が

出席し、県が管理する道路や河川砂防などの土木事業に対して、整備
要望や意見交換を行いました。
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承認専 決 処 分専 決 処 分
全 員

同意

  およそおよそ1,1601,160万円万円の補正をの補正を可決可決
第 3回

定例会

令和 8 年

令和 8 年 6 月 2 日から 6 月定例会が開催され、令和 8 年度富加町一般会
計補正予算などの議案を可決しました。

道の駅駐車場拡充整備実施設計委託など一般会計予算

議 会 の 動 き
6 月定例会では、「富加町農業委員会委員の任命」14
件に同意したほか、「富加町税条例の一部を改正する条
例」などの専決処分の承認案件 2件、条例案件 2件、
工事請負契約の締結 1件、財産の取得 1件、「令和 8年
度富加町一般会計補正予算（第 1号）」などの予算案件
2件の議案が提案されました。
一般会計補正予算（第 1号）については、修正の動議
が提出されましたが、否決されたため、いずれの議案も
原案のとおり可決しました。

会期は 11 日間　 開会 6 月 2 日　閉会 6 月 12 日

6月  2日（火）

本会議
　開会、議案上程・説明
全員協議会
　議案の詳細説明、質疑等

6月  5日（金） 総務産業建設常任委員会
6月  8日（月） 文教厚生常任委員会

6月11日（木） 全員協議会
　議案の詳細説明、質疑等

6月12日（金）
本会議
　一般質問、追加議案、質疑、
　討論、採決、閉会

富加町税条例の一部改正
地方税法等の改正に伴い、軽自動車税の環
境性能割の廃止や、個人住民税に係る公的
年金等受給者の扶養親族等申告書の提出義
務範囲の見直し、その他所要の改正。

富加町国民健康保険税
条例の一部改正

地方税法等の改正に伴い、課税限度額の引
き上げや軽減措置の所得判定基準の改定、
子ども子育て支援金の創設による税率設定
等を規定するもの。

富加町農業委員会委員の任命に同意
農業委員の任期満了に伴い、新たな委員に次の 14名を任命することに、
全会一致で同意しました。

井戸　 章（羽生）	 川村 秀之（高畑）	 新美 惠美（大平賀）
足立 典生（大平賀）	 足立 美吉（夕田）	 福田 定道（加治田）
石原　 剛（加治田）	 板津 德次（羽生）	 〈敬称略〉

髙井 宣彰（滝田）	 河野 奈央子（羽生）
佐藤 貞男（加治田）	 西部 秀之（大山）
木澤 忠和（加治田）	 川崎 伸泰（滝田）

全 員
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可決可決

可決条例の一部改正条例の一部改正

財産の取得財産の取得工事請負契約の締結工事請負契約の締結

全 員

全 員全 員

報  告報  告

富加町長期継続契約を締結することができる
契約に関する条例の一部改正

物品の借り入れ又は役務の提供を受ける業
務で、その役割を果たすために一日も欠かす
ことのできない契約について、長期継続契約
ができる対象を拡大するもの。

富加町印鑑
条例の一部改正

外国人の個人番号カードを活用した多機能
端末機での印鑑登録証明書の交付（コンビニ
交付）について、在留カードと個人番号カー
ドが一体化されることから、新たな特定在留
カードでの交付に対応するもの。

富加小学校屋内運動場
空調設備設置工事

5,347 万1千円
富加小学校の
体育館に空調
設備を新設。

事務用
ノートパソコン

21台　840 万 9 千 5 百円
役場等において職員が
使用するノートパソコ
ンを購入。

令和７年度 一般会計繰越明許費繰越計算書

一般会計のうち総務費等 5事業、総額 7,134 万 3 千 4 百円が令和 8年度に繰り越されました。
◦総合計画及び総合戦略事業	����������������������404 万 8 千円
◦物価高対応子育て応援手当事業 	���������������������� 104 万円
◦水道事業会計繰出金	���������������������� 385 万 4 千 4 百円
◦とみか元気振興券事業（その８）	��������������������� 6,069 万円
◦学校給食センター負担金	�����������������������171 万 1 千円

令和７年度 水道事業会計予算繰越計算書

水道事業のうち 3事業、総額 9,190 万 4 千円が令和 8年度に繰り越されました。
◦滝田・八反田線配水管更新工事	��������������������� 4,510 万円
◦富加七宗線舗装復旧工事 	������������������������ 3,850 万円
◦町道稲荷北野線配水管布設工事	��������������������830 万 4 千円

事情により年度内に支出が終わらない見込みのある町の事業について、議会の議決を得て、翌年度に限
り繰り越して使用できるようにする予算をいいます。

「繰越明許費」とは？
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可決
全 員

補 正 予 算補 正 予 算

補 正 予 算補 正 予 算

令和８年度
下水道事業会計補正予算（第 1 号）

〈資本的支出〉

補正額 ▲5,520万円 総　額 1億7,301万5千円

浄化センターの撹拌機更新工事の工期が 13 カ月かかり、2 カ年かけて実施するため、債務負担行為を
行うもの。また、令和 9年度の限度額まで減額補正するもの。

令和８年度  一般会計補正予算（第 1 号） 補正額 1,161万6千円 総　額 37億8,761万6千円

骨格予算とした令和8年度当初予算に、事業化を見送っていた道の駅駐車場拡充整備実施設計委託事業、
中学校入学祝金事業、長良川鉄道高校通学支援事業、住宅リフォーム補助事業の 4 事業を追加し増額
補正するもの。

道の駅駐車場拡充整備実施設計委託事業

道の駅の駐車場を拡充するために測量設計業務の
委託を行う。

中学校入学祝金事業

中学校入学時に祝金として 2 万円分の商品券を支
給。（小学校は実施済）

長良川鉄道高校通学支援事業

高校生が長良川鉄道を利用した通学で 1 か月の定
期購入費の 1/3 を補助。

住宅リフォーム補助事業

町民が町内に所有・居住する家屋について、町商
工会加盟業者で行う 50 万円以上のリフォーム工
事費の 20% を補助。（上限 10 万円）

木村議員より  修正動議  が提出されました

 修正案 　令和8年度一般会計補正予算（第1号）から、「道の駅駐車場拡充整備実施設計委託」
 の内容 　として計上されている847万円を減額するもの。

 理 由 　周辺道路の渋滞や路上駐車など、周辺への慢性的な影響は認められず、不定期のイベン
ト時は臨時駐車場を確保して対応すべき。駐車場拡張を前提にした事業計画策定におい
ては、現在有効な事業案がなく、長期的な投資効果としての経営改善や地域活性等の実
現は見通せない。今後の財政負担を懸念し、見直すべき。

議案の一部を議会の意思で改めること。原案に対する修正の提議を行うための動議であり、正確を期す
ために修正案を備え、文書で議長に提出することになっています。

「修正動議」とは？
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 以下のような 質疑・討論 がありました 

▶修正案に対する 質  疑 	－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
佐曽利議員　 Q . 利用者や出荷組合員から意見を聞いているか。
　　　　　　　  農業関係者の期待は大きい。富加町を伸ばすためには駐車場を拡張すべき。
木村議員　　 A . 駐車場の拡張と農業が衰退することは別問題。
　　　　　　　  担い手不足が一番の原因である。

▶修正案に対する 反対討論 	－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
佐曽利議員　道の駅は一大交流拠点。新鮮で安全な野菜が手に入ると人気で、駐車場不足は長年の大

きな課題だった。道の駅が健全に運営されることで客も増え、出荷側も元気になり、農
業振興にもつながる等、相乗効果がある。防災の面から考えても、駐車場へ避難者を受
け入れることは可能。公共施設への投資として必要である。

▶修正案に対する 賛成討論 	－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
井戸議員　　整備構想図があって、それから測量業務を委託する段階に進むべきところ、今回は単に

駐車場拡張計画のための測量業務委託料 847 万円が示されたのみ。駐車場拡張計画は
町の産業振興の起爆剤になるとの意見があるが、この程度の拡張で変わりはない。また
今後全体の工事費が膨大にふくれる第一歩である。予算を組む時に大切な公平性、公共
性、費用対効果にあてはまるのか疑問である。

▶原案に対する  反対討論 	－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
木村議員　　原案に含まれている道の駅拡張工事に関する 847 万円については賛同できないという

意味で反対。

▶原案に対する  賛成討論 	－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
山田議員　　執行部が作った案の執行により町の将来の発展があると確信している。

審議の結果 （賛否が分かれた議案）

件　　　　名
結
　
　
果

賛
　
　
成

反
　
　
対

林  

由
香
里

森 

　 

利
和

酒
井  

一
弘

山
田  

直
行

木
村  

康
夫

福
田  

定
道

井
戸  

　
亨

佐
曽
利  

敏

議案第 28 号
令和 8 年度  富加町一般会計補正予算（第 1 号）に対する
修正案 否  決 2 5 ××××○議  

長
○×

令和 8 年度  富加町一般会計補正予算（第 1 号） 原案可決 5 2 ○○○○× ×○

○賛成　×反対　　※議長は採決に加わりません。

採決の結果、
修正案は  賛成 2 反対 5 で 否決 され、

原案 は  賛成 5 反対 2 で 可決 されました可決



8 富加町議会だより  No.202  2026.8

総務産業建設常任委員会
高校生通学支援事業補助金を含む
令和８年度一般会計補正予算案を審議
委員長/酒井議員　委員/林議員、木村議員、福田議員

総務産業建設常任委員会は、6月 5日に会議を
開き、所管する条例案件、予算案件等について審
議を行いました。
企画課関係では、一般会計補正予算のうち、令和
8年度当初予算での計上を見送っていた事業を追加
したことの説明がありました。2件の新規事業のう
ち、高校生通学支援事業では高校生が長良川鉄道を
利用した通学で、1か月の定期券購入費の3分の
1を補助するもの、住宅リフォーム補助金では、町
民が町内に所有し居住する家屋について、町商工
会加盟業者で行う50万円以上のリフォーム工事費
の20％（上限10万円）を補助するものです。委員
からは、高校生通学支援事業の補助率の根拠につい
て質疑が、リフォーム補助金では補助対象となるメ
ニューの確認や、工事費と補助額を引き上げる提案
がありました。執行部からは、通学支援事業の補助
率は他の鉄道会社との比較や近隣自治体の状況を勘
案し設定したことや、予算枠については利用状況の
推移を見ながら今後も検討していくとの回答があり
ました。

産業環境課関係では、一般会計補正予算のう
ち、道の駅駐車場拡充のための測量設計業務847
万円の説明がありました。執行部からは利用者の
安全性や利便性の確保と、駐車場不足を解消する
ため拡充を推進していくとの説明があり、一部の
委員からはこれまでの経緯や採算性に疑問がある
といった観点から必要性を疑問視する質疑があり、
提案に反対する意見がありました。
慎重な審議の結果、所管する案件は委員会と
して原案のとおり可決すべきものと決定しました。
（一般会計補正予算の一部（道の駅測量設計業務）で
は、1名の反対がありました）

文教厚生常任委員会
議会に付すべき予定価格5,000万円以上
の工事請負契約の締結案件を審議
委員長／佐曽利議員　委員／井戸議員、山田議員、森議員

文教厚生常任委員会は、6月 8日に会議を開き、
所管する条例案件、予算案件等について審議を行
いました。
教育課関係では、工事請負契約の締結案件につ
いて、富加小体育館の空調設備工事契約額 5,347
万 1 千円の説明がありました。これは、夏場の
体育館利用や、指定避難所としての機能を考慮し、
ガスヒートポンプ式のエアコンを設置するもので、
緊急防災・減債事業債（国からの交付税措置あり）
を主な財源としています。委員からは、南海トラ
フ地震などの大規模災害時の停電等の被災想定や、
ガスバルクタンク備蓄におけるエアコン稼働日数
について質疑がありました。執行部からは、南海
トラフ地震における電気復旧率 80％の想定が 3
日とされてお
り、タンク残量
が 40％の場合
でも自家発電に
よる 3日間連続
での通常運転が
可能な容量とし
ていることの回
答がありました。
住民課関係では、地方税法等の改正に伴い、税
条例と国民健康保険税条例の専決処分（3月 31
日）を行ったことの説明がありました。国民健康
保険税では、国の基準により新たに令和 8年度か
ら子ども子育て支援金分が創設され、令和 8年 7
月の本算定から課税額が追加されます。委員から
は課税額について質疑があり、執行部からは各被
保険者の所得に応じた設定となりますが、年額と
して 3千円ほどの追加となる見込みであるとの回
答がありました。また、委員からは保険税の改正
内容について、周知の徹底を求める要望がありま
した。
慎重な審議の結果、その他の案件も含め、所管
する案件は原案のとおり可決すべきものと決定し
ました。

長良川鉄道

富加小学校体育館

委員会報告
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道の駅駐車場拡張について 木村 康夫 議員
ぜひQRコードからご覧ください

道の駅の駐車場拡張事業は投資に値する事業であるかとの想いから、経営改善、地域活性、継続性、
費用対効果から事業の妥当性を問います。

Q 駐車場不足の客観的な調査データはあるか。
駐車場不足の実態と要望理由を十分に精査
し、拡張は決定されたのか。

A  【石井 産業環境課長】
駐車場不足の調査データとしては、令和 2 年

度策定の「道の駅拡充基本構想」において、現行 39 台に
対し 31 台が不足していると試算結果がでており、令和 6
年の利用者アンケートでは、回答者 88 人のうち約 34%
が「駐車場数が少ない」約 40% が「駐車場を拡張したほ
うが良い」約 40% が「駐車場が満車で道の駅利用を諦め
たことがある」と回答しています。

指定管理者や出荷団体からは「満車で利用を諦める、
近隣の駐車場に無断駐車をするお客様がいる」「イベント
時は満車により通常利用のお客様が減り、売り上げが落
ちる」といった具体的な問題が示されています。

また、職員により満車の状態を確認したところ、「駐車
枠外への駐車」「空き駐車場待ち自動車の停車・巡回」が
見られ危険な状況も確認しています。イベント時につき

ましては、年間で 5 回程度近隣する事業所の駐車場を関
係者用駐車場として借用している状況であります。

こうした状況を踏まえ、これから先、道の駅を活用し
ていくためには、利用者の安全性の確保及び利便性向上
のため、駐車場の拡充が必要であると判断しました。

Q コンサルタントの道の駅単独での事業検討結
果への評価は。なぜ採用されなかったか。
道の駅施設拡充基本構想は破綻したのでは。

A  【石井 産業環境課長】
令和 2 年度策定の「道の駅拡充基本構想」で

は、道の駅単独での事業展開よりも、町内の特色ある各
施設を拠点として、相互の機能補完を図り回遊性を向上
させる方が、地域全体の価値向上において効果が高いと
示されたため、「道の駅」「半布ケ丘公園」「河川公園」「富
加駅」を一体的に捉えて整備を進めることで町の魅力を
高める「エリアマネジメント」の導入を検討することに
なりました。

ＱＲコードからは議会録画
映像をご覧いただけます。
※映像の公開には、一定の期間
を要することがあります。

一般質問は、議員が町政全般について現状や方針を問うも
のです。質問は、自分たちの住む町を「より良くしたい」と
いう想いで行っています。

6 月定例会では、6 人の議員が 11 件の質問を行いました。
掲載の内容は、質問及び答弁を要約したものです。

　富加町議会では、議員1人あたりの持ち時間は60分です。
　「一括」または「一問一答」から質問方式を選択し、議長の
許可を得て質問します。

町
政Q AA&
一般質問
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町の財政について 山田 直行 議員
ぜひQRコードからご覧ください

財政調整基金（家計で言う行政の貯金）は、どのような方法で運用されているか。

しかし、包括的に取り扱うことや同時期の事業実施等
は難しく、当面は個別に活性化策を推進することとしま
した。理由は、官民連携の手法をとる場合は、参画事業
者の利益確保が難しく、事業者探しが困難であり、施設
整備内容の自由度が制限されるためです。

今回駐車場を拡充したうえで、今後に例えば「新たな
施設の整備」等の事業を実施する際に、撤去等の無駄が
発生しないよう、当面は緑地等としての整備に留める計
画であります。

Q 駐車場拡張による道の駅の経営改善、採算性
向上は予測されるべきではないか。

A  【石井 産業環境課長】
駐車場の拡充については、公共施設としての

問題点について、早期に解消しなければならないとの考
えにより実施させていただくものです。

拡充後は、指定管理業者と協議を重ね、地産品やレス
トランの売上増加、イベントによる活性化により経営改
善を図っていかなければならないと考えています。

Q 開業当時、指定管理料は約170万円／年で
あったが、現在は約650万円なのは何故か。
駐車場を拡張すれば指定管理料は縮小される
のか。

A  【石井 産業環境課長】
指定管理者募集時に、必要な指定管理料を応

募事業者が提示し、それを踏まえて指定管理者を選定し、
指定管理者と町との協定により取り決めています。現在
は、以前含まれていなかった駅長配置人件費相当額、共
用部空調費負担額が含まれていることが、指定管理料が
上がっている大きな要因です。

売り上げが指定管理料に影響する内容の協定ではな
いため、駐車場を拡充しても指定管理料の縮小はあり
ません。

Q 町の財政調整基金（貯金）は現在いくらある
か。その預金はどのように置いてあるか。
今後預け方を変更する予定は。

A  【野村 会計管理者】
町の財政調整基金は令和 8 年 5 月末現在で、

14 億 3,620 万 3 千円です。
基金の管理運用については、地方自治法で、確実かつ

効率的に運用しなければならないと定められており、町
の基準では原則①安全性確保を最重要視し、元本が損な
われることを避けるため、安全な金融商品により保管・
運用、②支払等に支障をきたさないよう必要な資金を確
保するとともに、想定外の資金ニーズに備え流動性を確
保、③安全性・流動性を確保した上で運用収益の最大化
を図り、効率的な資金調達に努めるとされています。

それをふまえ、財政調整基金を始め九つの一般会計基
金と、二つの特別会計基金を合わせ十一の基金を一括運
用しており、5 月末現在の合計残高は、20 億 968 万 1
千円です。災害など想定外の資金ニーズに備えた流動性
を確保するため、2,937万1千円を普通預金で、8億7,700
万円を定期預金で管理運用し、11 億 331 万円を国債・
地方債等で運用し収益を図っており、預け方を大きく変
更する予定はございません。

Q 国債などの金利が今現在上がっている。売る損
失はあるがそれ以上に現在の金利で得するこ
とが多いと思う。株の運用は良くないと思う。
町の方針は。

A  【野村 会計管理者】
町の資金は国債に限らず、元本割れをさせな

いのが原則です。満期まで保有すれば元本（額面金額）が
償還されます。償還された資金はその時々の金融状況に
合わせ、流動性と収益性のバランスのとれた運用に努め
ていきます。

上場株については、町に寄付されたものを資産株とし
て保有し続けているもので、今後も株式を売買する予定
はございません。
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当初予算について 山田 直行 議員

当初予算の考え方と町長の基本的な考え方をお聞きします。

Q 下校時の対策として、クールアイテムを校内で
冷やしておくための冷凍庫の導入はできない
か。学校で冷水を補給する対策は取れないか。

（水道水をそのままではなく）

A  【河野 教育課長】
冷凍庫の導入は、電源や設置場所の確保に加

え、日常の衛生管理や、児童への冷凍庫使用にかかる指
導など、教職員の負担増の一面もあるので、学校現場で
の意見も参考に、引き続き検討を続けていきます。

また下校時には、学校で毎日健康観察と水分補給の指
導が行われています。水筒も確認し、中身が少ない場合
は水道水の補給を行っています。日本の水道水は法令に
基づく水質管理が行われておりますので、安全性の面で
も適切と考えています。

Q 令和８年度当初予算について、政策的伸びが
ないように感じるが、なぜか。

A  【亀山 企画課長】
限られた財源の中、住民生活に直結する事業

として小学校体育館空調設備導入事業や、継続的に必要
な施策の一つとして町道稲荷・北野線道路改良事業に重
点的に配分し、持続可能な財政運営との両立を図りまし
た。政策的経費についても、人口増加対策、子育て支援等、
必要性や優先度を踏まえた事業を着実に進めています。

骨格予算となった経緯はご承知のことと存じますが、
今回補正予算として 4 事業の追加をお願いしました。今
後も、財政状況を見極めながら、まちの発展に繋がる施
策に取り組んでまいります。

Q 夏季期間の自動車での通学送迎方法（公的交
通手段の検討、職員による送迎、社会福祉協
議会との協力体制、送迎ボランティアの募集
と補償、荷物だけの送迎も含む）を真剣に検
討しないのか。

A  【渡邉 町長】
登下校時の熱中症対策については、毎年学校

と協議し、見守りの方々からも児童の様子を聞き検討し
た結果、現在に至ります。

徒歩通学は児童の発育と運動不足解消、脚力強化に繋
がり、暑い最中での登下校も、健康管理と合わせて児童
一人ひとりが対策を実行するよう引き続き指導と周知に
努めます。自分の命は自分で守るという、たくましく生
きていく力を育むことにも繋がると考えています。

また、地域の方々の見守りも登下校中の熱中症回避に
繋がり、改めて感謝を申し上げます。

こうしたことから、自動車での送迎等に関しては、子
どもたちの体力低下の懸念や、スクールバス運行の推奨
距離・通学時間などの基準も鑑み、学校現場の意見も参
考に、昨今の高温傾向とあわせまして、適宜継続的に検
討していきます。

Q 町長として町政に対しての夢や政策を出して
欲しい。

A  【渡邉 町長】
町民の皆さんに富加町をもっと好きでいて欲し

い。子ども達が大人になった時にもっとよい町に、希望の
持てる町であって欲しい。自然豊かで、子を産み育てやす
く、犯罪のない安心安全な、年老いても安心して暮らせる
町であることを望み、そのような町を皆さんと一緒に作っ
ていきたいと考えていますが、全てを本年度に詰め込むわ
けにはいかず、今年度はこれまで進めて来られなかった事
業、小学校体育館の空調設備事業を実施させていただくこ
とにしています。来年度の予算編成を考えるためにも、本
年度事業をしっかりと展開していきたいです。

町小学校通学時の熱中症対策について 林  由香里 議員
ぜひQRコードからご覧ください

大人でも炎天下を歩くことは厳しい。切実な対応を求める声が寄せられています。補正予算を組ん
ででもすぐに取り組んでほしい。
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放課後児童クラブについて 林  由香里 議員

両親がフルタイムで働く世帯が増えている現状。若い世代の転入を推奨している町の施策を考え
ると、細かなことまで真剣に取り組むべきです。

消防団の今後について 林  由香里 議員

消防団の皆様、送り出す家族の皆様、本当にありがとうございます。少しでも活動が快適に、また
持続できるように皆で考えてまいります。

Q 放課後児童クラブの現在の在籍数に対して、
トイレの数が少ないと思うが増設の考えはあ
るか。

A  【髙木 こども課長】
児童センター内のトイレの他に屋外トイレが

ありますが、大便器が和式便器であるため、和式便器を
洋式に改修する費用を今年度の当初予算で計上し、改修
を予定しています。

Q 児童支援員や児童指導員の報酬は十分だと考
えているか。人数的にもぎりぎりで回ってい
ると感じている。改善策は考えているか。

A  【髙木 こども課長】
児童支援員の報酬は、町社会福祉協議会の給

与規定によって決められており、他の市町村の金額と比
較しても同程度です。また支援員の雇用については、夏

Q 再編成は順調に進んできたが、南公民館と西
公民館に詰め所を統一する計画は予算の関係
でとん挫しています。今後どうしていくのか。
上羽生班の車庫・詰め所の間借り状態はいつ
まで続くか。

A  【山田 総務課長】
消防団活動の拠点とする計画として、令和 8

年度に建築予定でしたが、近年の資材価格や人件費の高
騰により、当初想定した事業費を大幅に上回る見込みと
なったため、現時点では事業の実施を一時見送る判断を
しました。今後につきましては、町の財政状況を十分考
慮し、事業規模の見直し、既存施設の有効活用なども含
め、地域防災力の低下を招くことのないよう、より実現
の可能性が高い計画となるよう進めていきます。

休み等における早朝など、支援員が不足している時間帯
があるため、若干名の募集をしており、今月は町内の方
に、募集のチラシを班回覧しています。

Q 今後、確実に児童数は増加すると考えられ
る。待機児童を出さないために、町としては
今後どういう計画で臨んでいくのか。

A  【渡邉 町長】
現在のとみかこども園の年中の学年 77 人が

小学校に入学する令和 10 年度以降は、定員を超える可
能性があります。今後は児童センターの空き教室の活用
を検討し、町社会福祉協議会と協議する予定です。

また上羽生班については、詰所・車庫を新たに建築す
ることは、財政面や今後の消防団再編計画等を総合的に
勘案しますと、現時点では非常に困難と認識しておりま
すので、引き続き現在の施設の使用を考えています。
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渡邉町長が町長として実現したいことに
ついて 森  利和 議員

ぜひQRコードからご覧ください

3 月議会は町長の県議選出馬意向により大きく揺れました。今後は町長の活動に注目していかなけ
ればなりません。町長として成し遂げていきたいことへの意気込みも新たに残りの任期で町をどう導
いていきたいのかをお聞きします。

町における議員のなり手不足解消対策について 森  利和 議員

議会を含む地方自治に対し関心を持つ方が少ない。行政を知ってもらうことが町の発展につながり、
議会の役割を深く知ってもらえば自分ごととして関わりたいと考える方も出てくるのではないか。そ
の方法を行政と一緒にやっていきたい。

Q 町で町議会議員のなり手不足対策は考えてい
るか。また町民に行政の「自分ごと化」を考
えさせる方法はあるか。

A  【渡邉 町長】
我々行政側は「立候補しやすい環境の整備」「待

遇の改善」「議会活動の支援」を軸として対策を講じてい
ます。

行政だけで地域課題を解決することは困難で、行政と
住民が協働し、住民一人ひとりが当事者意識を持ってい
ただくことが必要不可欠です。行政としては、皆さんに
関係することをしっかり知らせる「情報公開」を行い、
皆さんが自分ごと化できる「場」を持てるようにしなけ
ればなりません。協議会や審議会のメンバーに関しても、
なるべく多くの方に参加していただきたいです。

Q どんな町民に町議会議員になってもらいたい
か。

A  【渡邉 町長】
誠実で実行力を持ち、多様な視点を持って…

と上げればキリはありませんが、多くを述べると「議員
のなり手不足」に繋がり
かねませんので、端的に

「富加の町のことを想って
いる方・富加町が好きな
方」になってもらいたい
と考えています。

Q 所信表明をしていただきたい。また、その中
で重要項目は何か。

A  【渡邉 町長】
「町民と一緒につくる新しい富加町」をスロー

ガンに掲げ、自然豊かで子どもを生み育てやすく、安心
安全な魅力ある新しい富加町を町民のみなさんと一緒に
考え作り上げていきたいという想いで町長にならせてい
ただき、大きく 6 つの柱を建てました。

①「子育て支援、教育の充実」子どもを預けることの無
償化、奨学金制度拡充等。

②「高齢者福祉の充実」外出支援拡充、一人暮らし高齢
者の見守り強化、移動手段制度の導入。

③「災害に強いまちづくり」災害への備え・対策は常に
検討し、国や県、近隣自治体、各自治会、消防団等と
連携体制を構築。

④「対話を重視した政策決定」町政の情報公開の強化、
皆さまの声に耳を傾け、語り合える行政、誰もが利用
しやすい行政サービスを目指す。

⑤「産業の活性化」企業誘致と町内企業・地場産業の育
成、支援を行い、農地バンク活用で農地集積・集約化
し、耕作放棄地と遊休地の解消に向けて取り組む。

⑥「文化を活かしたまちづくり」歴史資源の保存に努
め、活用施策を推進。

特に重要事項は「子育て支援、教育の充実」。親が安心
して育児できる環境を整えることで、子どもにも良い成
長の機会が得られ、そんな富加町で育った子どもたちが、
10 年後 20 年後の町を担ってもらいたい。そのためにも、
住んで良かった・住み続けたい、戻って来たいと思って
いただけるまちづくりを進めていきます。
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富加町の定年・役職定年・再任用について 井戸  亨 議員
ぜひQRコードからご覧ください

町長は任期半ばを過ぎ、何かを企てておられると思います。だから今回の人事を敢行された。それ
をお聞きします。

特殊詐欺被害対策について 井戸  亨 議員

高齢化が進む中、加齢による判断力の低下に付け込み年金・貯蓄を狙った犯罪が多発しています。
被害を防ぐ為に行政ができることを考えます。

Q 町の特殊詐欺被害防止のための取り組みは。

A  【山田 総務課長】
町では、多様化する詐欺の手口について、ホー

ムページへの掲載や啓発チラシの配布を行っており、不
審電話を受けないよう、番号表示サービスや国際電話の

着信停止といった電話対策についても案内しています。
被害に遭われた方や不審電話があった場合は、迷わず

警察へご相談いただくよう、町としても呼びかけていま
す。また、悪徳商法など消費生活に関するトラブルは、
美濃加茂市・坂祝町・富加町・川辺町の 1 市 3 町が連携
して広域消費生活相談室を設置し相談を受け付けており
ます。

Q 町職員の定年は現在どうなっているか。役職
定年とは若手や中堅職員の昇進ペースが遅く
なるのを防ぐための制度か。

A  【渡邉 町長】
定年年齢は条例により 65 歳と定められてい

ますが、令和 5 年度以降、国家公務員の措置に準拠し、
町でも 2 年に 1 歳ずつ引き上げており、現在は 62 歳です。

役職定年制度は、一定の年齢に達した管理職を役職か
ら外し、後進へその役職を引き継ぐ制度であり、若手・
中堅職員の昇進機会の確保、組織の新陳代謝を確保する
ことが主な目的とされております。

Q 60歳に到達した職員の給与はどうなってい
るか。

A  【渡邉 町長】
定年年齢の引き上げにより、当分の間、60 歳

に達した最初の 4 月 1 日以後、給料月額は原則 60 歳に
達した最初の 3 月 31 日時点の 7 割となる取扱いとなっ
ています。国家公務員の取扱いに準じて、関係法令や条
例等に基づき運用しています。

Q 今年度の人事は特例任用が導入されたと聞い
ているが、特例任用とは何か。導入にはデメ
リットがあると思うが。

A  【渡邉 町長】
特例任用は定年引上げ制度の導入に伴う役職

定年制の中で、組織運営上特に必要がある場合に、例外
的に管理監督職として勤務を継続させることができる制
度です。具体的には、人事上、適当な人材がいない場合
や、高度な専門性や業務の継続性が特に必要な場合など、
やむを得ない事情がある場合に、任命権者が必要性を総
合的に判断し適用するものです。

今年度、任命権者である私の権限と責任において適切
に判断し、特例任用を行いました。

Q 渡邉町長がやろうとしている重要政策とは
何か。

A  【渡邉 町長】
重要施策としては、小学校体育館空調設備設

置などは継続事業ですが、その他、歴史史跡を活用した
まちづくり、富加駅を含む長良川鉄道に関する諸問題で
あります。

令和 5 年度から 7 年度まで参事が総務課長を兼務して
おり、本来のそれぞれの職務を十分に遂行できない状況
があり、今回の対応は副町長不在の状況の中、町政運営
の継続性確保や重要施策の円滑な推進を図る観点から、
豊富な行政経験を有する職員を参事として特例的に任用
したものです。私が不在の時や今後の展開に対し、兼務
していない参事が必要だと考えております。
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総務省決算カードに記載の令和 6 年度決算
額について 酒井 一弘 議員

ぜひQRコードからご覧ください

総務省に保管される、令和 6 年度市町村「決算状況」の歳入、歳出の合計金額が、富加町決算報
告の歳入、歳出合計金額と差異があることについて質問します。

Q 令和6年度総務省決算カードの決算額が、町の
決算書の決算額よりマイナス695万2千円の報
告となっているのはなぜか。

A  【亀山 企画課長】
本町の決算書は、地方自治法等に基づき、一

般会計や特別会計、公営企業会計ごとに編成した実際の
予算、決算の区分により作成しております。一方、総務
省の決算カードは、全国の自治体財政を統一的な基準で
比較・分析することを目的に作成されており、各自治体
が作成する地方財政状況調査、いわゆる決算統計に基づ
き整理されたものです。

令和 6 年度決算では、地域包括支援センターの介護予
防サービス計画作成費 241 万 3 千円につきまして、本町
の決算書では諸収入として一般会計の歳入に計上し、歳
出は介護保険特別会計への繰出金として計上しています
が、決算統計上では介護保険事業の公営事業会計として
処理することから、公営事業会計分が除かれている総務
省決算カードの数値には含まれません。

また、職員 1 人を岐阜県後期高齢者医療広域連合に派
遣しており、その人件費 453 万 9 千円について、決算書
では広域連合からの負担金として一般会計の歳入に計上
し、歳出は総務費の給料等として計上していますが、決
算統計上では後期高齢者医療事業の公営事業会計として
処理することから、先程同様、決算カードの数値には含
まれていません。

この 2 件を合わせますと 695 万 2 千円となり、議員
ご指摘の数値となります。このように、本町決算額と総

務省決算カードとの差異につきましては、整理方法の違
いによるものでございます。

Q 目的別歳出の8項⽬において、町の決算書の
科目別金額と相違があるがなぜか。

A  【亀山 企画課長】
総務省決算カードの統計上の基準に従って、

経費の再分類を行っていることによるものです。
今後も誤りのないよう、また議会や町民の皆さんに対し、

分かりやすい財政情報を提供するよう努めてまいります。

令和 6年度決算状況資料

３月議会、３月臨時議会、
そして６月定例議会。年が

明けての６か月は、富加町議会にとって激動の期間
でありました。
辞職勧告決議案、そして今回は補正予算案に対し
て、一部議員の修正案提出。いずれも賛成少数で否
決されました。
どの議員も町民の皆さんの声を聞いて議場で意
見を交わし戦わした緊迫した本来の姿であったと
思っています。
任期はあと少し。鎬を削るようなものでありたい
です。	 （文責　井戸　亨）

議会広報委員会　委 員／井戸　亨・林  由香里

編集後記 

本会議当日は、役場１階
ロビーでライブ中継を
視聴できます。

詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。

─

町民のみなさん ─

町議会町議会をを傍聴傍聴
してみませんか？してみませんか？

次回定例会次回定例会はは９月９月にに開催開催

富加町マスコット
キャラクター

とみぱん
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開かれた議会を目指して開かれた議会を目指して
　議会が住民の方々と近いところにあるということ、町民の皆様の代表者であること、そんな想いで私たち　議会が住民の方々と近いところにあるということ、町民の皆様の代表者であること、そんな想いで私たち
は活動しています。は活動しています。

議長  福田 定道

林  由香里

山田 直行

井戸  亨

副議長  森  利和

酒井 一弘

木村 康夫

佐曽利  敏

日頃から議会運営にご理解ご協力
を頂きありがとうございます。6月
定例会も無事に終わることができま
した。町民の皆様には8月請求分～
10月請求分の3ヶ月間、物価高騰
対策として水道基本料金をゼロにさ
せていただきます。今後も皆様の声
をしっかりと受け止めて頑張って参
りますので宜しくお願いします。

6 月定例会では、道の駅駐車
場拡張についての議論が交わさ
れました。町外の方に「道の駅な
ら行ったことがあるよ」と言われ
ることも多い施設。この機会に農
業振興としての場だけでなく、観
光・商業・文化財の紹介など、「み
んなの道の駅」として町民全体で
もう一度考えていきましょう。

物価高、金利の上昇の世の中
で、皆様はどう考えて生活され
ていますか。我々議員の給与は
月 5千円上がりました。このこ
とについて、町民の皆様はどの
ようにお考えですか。

道の駅駐車場拡張計画　測量
設計業務委託料 847 万円は今
後、土地取得料、かさ上げ工事
料、舗装工事料等、合計 1億円
以上に膨れ上がる始めの一歩で
す。未来の投資である子ども子
育てに使う 1億円なら住民の皆
さんも納得していただけると考
え 6月議会に臨みました。

　6月定例会一般質問において、
町長が考えるこれからの富加町を質
問しました。第 6 次総合計画の推
進とのことですが、町長のやりたい
ことはまだ見えてきません。私は議
員として沢山の施策を提案しており
ます。町民の皆さんからも更に住み
よい町にして行くための意見をタウ
ンミーティング等で町長にぶつけて
みてください。

　一般質問は、個々の議員が執行機関に
対して自治体行政全般にわたる項目につ
いて質疑を行う機会です。「質疑」が特定
の議案の不明点を明らかにする限定的
な問いかけに対し「一般質問」は市政全
般を対象とし、広範囲な行政運営や政策
のあり方を問える。この区分が、議案を
精査する機能と代表機関として行政全体
を見守り住民の多様な思いをくみ取る
機能を両立させるうえで必要です。

道の駅の駐車場拡張事業の予
算につき修正案を提出しました
が、否決となりました。残念で
すが民意と受け止めます。しか
し、公共施設の老朽化が進み、
人口減少が進むが居住地域は拡
大するなか、公共事業は、既存
施設やインフラの最適化に注力
すべきと考えています。

開かれた議会を常に目指して
います。
私達議員は町民の皆様の生活
に寄り添って議論をしておりま
す。議会活動への応援をお願い
します。議会の傍聴にも、ぜひ
お越しください。


